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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 4,531 6.2 366 18.1 371 16.0 253 15.6 

29年３月期第２四半期 4,267 8.8 310 46.7 320 44.6 219 53.1 
 
（注）包括利益 30年３月期第２四半期 261 百万円 （18.5％）   29年３月期第２四半期 220 百万円 （82.5％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第２四半期 317.04 － 

29年３月期第２四半期 274.25 － 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第２四半期 7,561 4,270 56.0 5,285.68 

29年３月期 7,678 4,005 52.1 4,993.61 
 
（参考）自己資本 30年３月期第２四半期 4,231 百万円   29年３月期 3,997 百万円 
 
 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 35.00 － 35.00 70.00 

30年３月期 － 35.00       

30年３月期（予想）     － 35.00 70.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 9,000 0.7 483 △17.5 491 △18.1 328 △31.2 410.33 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規 1社 (社名)  特電佐鳴（南通）機械製造有限公司 

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）当四半期連結累計期間 

における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期２Ｑ 801,000 株 29年３月期 801,000 株 

②  期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 452 株 29年３月期 452 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 800,548 株 29年３月期２Ｑ 800,641 株 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 
 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」を

ご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

  当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や雇用情勢の改善が継続し、引き続き緩や

かな回復基調が続きました。

  しかしながら、米国における政策動向や東アジア地域の情勢不安などによる世界経済の不確実性の高まりもあ

り、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

  このような状況の中にあって当社グループは、営業部門におきましては、営業活動の効率化と高度化を推進

し、売上拡大に鋭意努力してまいりました。 

  生産工場及び工事工場におきましては、安全第一のもと、技術の伝承を進めると共に品質の向上やコスト削減

を推し進めてまいりました。

  研究開発などの技術部門におきましては、新技術、新製品・新商品の開発ならびに既存技術の向上に取り組ん

でまいりました。

  また、タイの海外子会社におきましては、販売体制の強化を進めてまいりました。

  その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,531百万円（前年同四半期比6.2％増）となりました。ま

た、損益面におきましては、営業利益は366百万円（同18.1％増）、経常利益は371百万円（同16.0％増）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は253百万円（同15.6％増）となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

 なお、当第２四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につい

ては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

 

① 工事施工

  積極的な提案型営業と高度技術の提供、徹底したコスト削減の実行により、受注拡大に努めました結果、

鉄鋼関連の保全工事、アルミダイカスト関連工事、刃物関連工事、トッププレート工事の受注が増加したこ

とにより、売上高は3,311百万円（前年同四半期比4.8％増）、セグメント利益は474百万円（同4.1％増）と

なりました。 

② 溶接材料

  直販体制の優位性を活かし、新規顧客の開拓と既存顧客の更なる深耕による販売力強化に努めましたが、

当社の主力でありますフラックス入りワイヤなどの製品の売上高は260百万円（前年同四半期比0.1％減）、

また、商品のアーク溶接棒、ＴＩＧ・ＭＩＧなどの溶接材料の売上高は393百万円（同1.4％減）となり、溶

接材料の合計売上高は653百万円（同0.9％減）、セグメント利益は114百万円（同3.5％減）となりました。

③ 環境関連装置 

  環境関連装置の受注が増加したことにより、売上高は331百万円（前年同四半期比47.8％増）、セグメント

利益は67百万円（同157.2％増）となりました。

④ その他 

  自動車関連のダイカストマシーン用部品の受注が増加したことにより、売上高は235百万円（前年同四半期

比5.9％増）、セグメント利益は13百万円（同36.2％増）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は6,241百万円となり、前連結会計年度末に比べて117百万円減少

しました。これは、受取手形及び売掛金80百万円の増加がありましたが、現金及び預金108百万円の減少が主な要

因です。固定資産は1,319百万円となり、前連結会計年度末に比べて1百万円増加しました。これは、有形固定資産

2百万円、無形固定資産5百万円の減少がありましたが、投資その他の資産9百万円の増加が主な要因です。

この結果、総資産は、7,561百万円となり、前連結会計年度末に比べ116百万円減少しました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は2,517百万円となり、前連結会計年度末に比べて392百万円減少

しました。これは、工事損失引当金2百万円の増加がありましたが、支払手形及び買掛金126百万円、短期借入金30

百万円、未払法人税等123百万円、賞与引当金67百万円、その他47百万円の減少が主な要因です。固定負債は774百

万円となり、前連結会計年度末に比べて10百万円増加しました。これは、退職給付に係る負債16百万円の増加が主

な要因です。

この結果、負債合計は、3,291百万円となり、前連結会計年度末に比べ381百万円減少しました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は4,270百万円となり、前連結会計年度末に比べて264百万円増

加しました。これは、利益剰余金225百万円の増加が主な要因です。

この結果、自己資本比率は56.0％（前連結会計年度末は52.1％）となりました。

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ108百万円減少し、1,619

百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、税金等調整前四半期純利益372百万円に賞与引当金の減少

67百万円、売上債権の増加49百万円、仕入債務の減少117百万円、未払金の減少48百万円、法人税等の支払額210百

万円などの資金減少要因がありましたが、減価償却費の計上57百万円、退職給付に係る負債の増加24百万円、たな

卸資産の減少39百万円などがあり、8百万円の収入（前年同四半期は483百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、有形固定資産の取得による支出82百万円、無形固定資産の

取得による支出1百万円などがあり、85百万円の支出（前年同四半期は22百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、非支配株主からの払込みによる収入31百万円などの資金増

加要因がありましたが、短期借入金の純減少額30百万円、リース債務の返済による支出5百万円、配当金の支払に

よる支出27百万円があり、31百万円の支出（前年同四半期は104百万円の支出）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきまして現時点におきましては、平成29年５月18日発表の業績予想に変更はありません。今

後、業績予想に関して修正の必要性が生じた場合には速やかに開示いたします。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 第１四半期連結会計期間より、中国国内に合弁会社として、ダイカストマシーン用部品等の製造販売を事 

業内容とする特電佐鳴（南通）機械製造有限公司を設立したため、連結の範囲に含めております。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,928,310 1,819,872 

受取手形及び売掛金 2,873,478 2,954,330 

電子記録債権 454,056 424,945 

商品及び製品 532,497 536,385 

半成工事 334,566 290,543 

原材料及び貯蔵品 77,529 71,302 

その他 160,275 145,633 

貸倒引当金 △976 △1,025 

流動資産合計 6,359,739 6,241,988 

固定資産    

有形固定資産 985,093 982,225 

無形固定資産 32,698 27,239 

投資その他の資産 300,672 310,434 

固定資産合計 1,318,465 1,319,899 

資産合計 7,678,204 7,561,887 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,035,372 1,908,861 

短期借入金 90,000 60,000 

未払法人税等 235,320 112,255 

賞与引当金 244,518 176,881 

工事損失引当金 5,453 8,186 

その他 299,185 251,448 

流動負債合計 2,909,850 2,517,632 

固定負債    

退職給付に係る負債 557,635 574,394 

その他 205,463 199,610 

固定負債合計 763,099 774,004 

負債合計 3,672,949 3,291,637 

純資産の部    

株主資本    

資本金 484,812 484,812 

資本剰余金 394,812 394,812 

利益剰余金 3,204,985 3,430,773 

自己株式 △968 △968 

株主資本合計 4,083,641 4,309,429 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 8,700 10,233 

為替換算調整勘定 620 1,756 

退職給付に係る調整累計額 △95,336 △89,976 

その他の包括利益累計額合計 △86,014 △77,986 

非支配株主持分 7,628 38,806 

純資産合計 4,005,255 4,270,250 

負債純資産合計 7,678,204 7,561,887 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 4,267,176 4,531,783 

売上原価 3,107,583 3,268,543 

売上総利益 1,159,592 1,263,239 

販売費及び一般管理費 849,389 896,963 

営業利益 310,202 366,276 

営業外収益    

受取利息 214 215 

受取配当金 1,429 1,743 

保険配当金 － 1,436 

駐車場収入 1,505 1,225 

その他 7,796 1,981 

営業外収益合計 10,946 6,602 

営業外費用    

支払利息 590 400 

為替差損 76 627 

駐車場収入原価 450 428 

その他 － 27 

営業外費用合計 1,118 1,484 

経常利益 320,031 371,393 

特別利益    

固定資産売却益 － 819 

特別利益合計 － 819 

特別損失    

固定資産除却損 225 185 

特別損失合計 225 185 

税金等調整前四半期純利益 319,806 372,028 

法人税、住民税及び事業税 95,076 96,898 

法人税等調整額 6,436 23,111 

法人税等合計 101,512 120,009 

四半期純利益 218,293 252,019 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,282 △1,788 

親会社株主に帰属する四半期純利益 219,576 253,807 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 218,293 252,019 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 853 1,532 

為替換算調整勘定 △2,863 2,252 

退職給付に係る調整額 4,040 5,359 

その他の包括利益合計 2,030 9,144 

四半期包括利益 220,324 261,163 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 223,067 261,835 

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,743 △671 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 319,806 372,028 

減価償却費 60,551 57,621 

賞与引当金の増減額（△は減少） △44,532 △67,653 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,709 24,459 

受取利息及び受取配当金 △1,644 △1,959 

支払利息 590 400 

売上債権の増減額（△は増加） 161,236 △49,625 

たな卸資産の増減額（△は増加） △14,438 39,177 

仕入債務の増減額（△は減少） △30,102 △117,206 

未払金の増減額（△は減少） △17,119 △48,148 

その他 △10,217 8,813 

小計 429,839 217,908 

利息及び配当金の受取額 1,737 1,893 

利息の支払額 △583 △397 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 52,812 △210,911 

長期預り金の返還による支払額 △192 △368 

営業活動によるキャッシュ・フロー 483,613 8,124 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △20,303 △82,161 

有形固定資産の売却による収入 － 819 

無形固定資産の取得による支出 － △1,952 

投資有価証券の取得による支出 △2,022 △1,834 

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,325 △85,128 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △70,000 △30,000 

リース債務の返済による支出 △5,940 △5,940 

配当金の支払額 △28,745 △27,842 

非支配株主からの払込みによる収入 － 31,850 

その他 △66 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △104,751 △31,932 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △832 497 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 355,703 △108,438 

現金及び現金同等物の期首残高 1,153,563 1,728,310 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,509,267 1,619,872 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（重要な後発事象）

自己株式の取得

 当社は、平成29年11月13日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法156条の規定に基づき、自己株式を取得すること及び当該取得方法について、決議いたしました。

（１）自己株式の取得を行う理由

今後の経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため。

（２）自己株式取得に関する取締役会の決議内容

① 取得する株式の種類

当社普通株式

② 取得する株式の総数

10,000株（上限）

③ 株式の取得価額の総額 

43,000千円（上限）

④ 取得する方法

東京証券取引所における自己株式立会外買付取引（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）による買付け

⑤ 取得予定日

平成29年11月14日
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